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1997年に CERNにて Sauliらによって開発された GEM(Gas Electron Multiplier)[1]は高性能なガス

検出器として高エネルギー物理や医療、X線計測など様々な分野で使われている。従来の GEMは

膜厚が 50μm-100μmのカプトンフォイル製の基板に、径 50μm〜100μm多数の孔をエッチング

やレーザーによって形成するものが主流であったが、我々は GEM を、HOYA 社の感光性ガラス

を用いて新しいガラス製の GEM; GlassGEMを開発した。GlassGEMは従来の GEMに比べて高ゲ

イン、高い放電耐性、低アウトガスなどの利点がある。 

本研究では GlassGEM と、計数ガスにシンチレーションガス（Ar/CF4）を用い、さらに透明電

極・ミラー・冷却 CCDと組み合わせた新しいイメージングデバイス(Scintillating Glass GEM)の開

発を行った（図１）。本検出器は 100mm□の有感面積を持ち、CCD 素子に直接放射線が当たらな

いようにミラーでシンチレーション光を 90 度反射させているのが特徴である。Scintillating Glass 

GEMは検出媒体にガスを用いているため、軟 X線に対して高感度であり、図２のように 10 kVの

X 線管で軽元素のイメージングが可能となった。また、ガスはガンマ線に対しての感度が低いた

め、ボロン膜と組み合わせた中性子計測では、高エネルギーのガンマ線バックグラウンドが高い

加速器ベースのパルス中性子源でも積分型イメージングにも成功した。GlassGEM の低アウトガ

スという特徴は将来的に封じきりのガスカウンターとしての応用が考えられるため、フラットパ

ネル検出器に替わる新しいイメージングデバイスとなりうる。本講演では、有感面積 100mm□の

を用いた X 線のイメージングデバイスの詳細と、GlassGEM を中性子イメージングや、粒子線の

二次元線量計としての応用と、30cm□の有感面積を持つ大型 GlassGEMの開発ついて述べる。 

 

  
図 1. Schematic representation of the optical 

readout with mirror and cooled CCD camera. 

 

図 2. X-ray transmission image of a ginkgo leaf, obtained by 

scintillating GlassGEM detector. The image was taken with 60 

seconds exposure time.  
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